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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第15期

第２四半期
累計期間

第14期

会計期間
自 平成27年１月１日
至 平成27年６月30日

自 平成26年１月１日
至 平成26年12月31日

売上高 (千円) 309,363 505,778

経常利益 (千円) 45,178 61,837

四半期(当期)純利益 (千円) 30,581 79,575

持分法を適用した場合の投資利益 (千円) ― ―

資本金 (千円) 314,107 53,000

発行済株式総数 (株) 3,227,500 598,000

純資産額 (千円) 668,274 115,478

総資産額 (千円) 843,601 337,456

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 9.96 26.61

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 9.35 ―

１株当たり配当額 (円) ― ―

自己資本比率 (％) 79.2 34.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 42,740 33,137

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,119 38,717

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 469,506 75,554

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 698,047 186,920
 

 

回次
第15期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 3.30
 

(注)１．当社は、連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。

　　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第14期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式は存在するものの、当社株式は平

成26年12月31日時点において非上場であり期中平均株価が把握できないため、記載しておりません。

４．当社は第14期第２四半期累計期間については四半期報告書を作成していないため、第14期第２四半期累計期

間に係る主要な経営指標等の推移は記載しておりません。

　　　５．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため、記載しておりません。　

６．平成27年２月13日を効力発生日として普通株式１株を５株に分割いたしました。当該株式分割が前事業年度

の期首に行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

額を算定しております。

７．当社は、平成27年４月28日に東京証券取引所マザーズに上場したため、潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額は、新規上場日から平成27年12月期第２四半期会計期間末までの平均株価を期中平均株価とみなし

て算定しております。
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２ 【事業の内容】

　　当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は有価証券届出書に記載した「事業等のリスク」について

の重要な変更はありません。

２ 【経営上の重要な契約等】

　　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において、当社が判断したものであります。なお、当社

は、前第２四半期累計期間について四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行っ

ておりません。

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期累計期間における我が国経済は、政府及び日銀による財政・金融政策を背景として企業収益の改善が

みられる等、景気は緩やかな回復基調となりました。

このような状況の中、インターネット分野では、当社が事業領域とするIoTやビッグデータ、人工知能（AI）が政府

がまとめた「日本再興戦略」に最先端技術による社会構造変化を見据えた施策として盛り込まれるなど、さらなる盛

り上がりを見せております。このような環境の下、当社は独自に開発したIoT‐OSをベースとした「JIG-SAW IoT‐A&A

Service」を開始し、市場の拡大を背景に商談案件の獲得に努めてまいりました。第１四半期に引き続き、既存案件の

積み上がり及び新規案件の獲得が順調に進んでおり、売上は順調に拡大しております。また、平成27年４月28日に東

京証券取引所マザーズ市場へ上場を果たし、さらなる事業拡大のための基盤を築くとともに、IoT分野での研究開発活

動を強力に推進しております。

この結果、当第２四半期累計期間の売上高は309,363千円、営業利益は54,117千円、経常利益は45,178千円、四半期

純利益は30,581千円となり、上場に伴う一時的な費用として、販売費及び一般管理費に13,006千円、営業外費用に

8,660千円を計上しておりますが、業績は利益計画に対して順調に推移しております。

なお、当社はマネジメントサービス事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

 

（２）財政状態に関する説明

 　　(資産）

当第２四半期会計期間末における流動資産は、792,917千円（前事業年度末比510,123千円増）となりました。これ

は主に、新規上場に伴う公募増資及び第三者割当増資の実施により現金及び預金が増加（前事業年度末比511,127千円

増）、売掛金が増加（前事業年度末比7,311千円増）した一方で、流動資産「その他」に含まれる繰延税金資産が減少

（前事業年度末比11,198千円減）したことによるものであります。

　また、固定資産は、50,683千円（前事業年度末比3,978千円減）となりました。これは主に、減価償却費を計上した

ことによるものであります。

　以上の結果、総資産は843,601千円となり、前事業年度末に比べ506,144千円増加いたしました。

　　(負債）

　当第２四半期会計期間末における流動負債は、108,765千円（前事業年度末比4,561千円減）となりました。これは

主に、未払法人税等が増加（前事業年度末比3,841千円増）した一方で、1年以内返済予定の長期借入金が減少（前事

業年度末比12,672千円）したことによるものであります。

　また、固定負債は66,561千円（前事業年度末比42,090千円減）となりました。これは主に、長期借入金が減少（前

事業年度末比31,376千円減）、固定負債「その他」に含まれる長期未払金が減少（前事業年度末比10,714千円減）し

たことによるものであります。

　以 上 の 結 果 、 負 債 合 計 は 175,326 千 円 と な り 、 前 事 業 年 度 末 に 比 べ 46,651 千 円 減 少 い た し ま し

た。　　　　　　　　　　　　　

　　(純資産）

　当第２四半期会計期間末における純資産は668,274千円（前事業年度末比552,796千円増）となりました。これは、
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新規上場に伴う公募増資及び第三者割当増資の実施による資本金の増加（前事業年度末比261,107千円増）、資本剰余

金の増加（前事業年度末比261,107千円増）、四半期純利益の計上に伴う利益剰余金の増加（前事業年度末比30,581千

円増）によるものであります。

 
（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ511,127千円

増加し、698,047千円となりました。当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のと

おりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間において営業活動により獲得した資金は42,740千円となりました。これは主に、税引前四半

期純利益45,178千円の計上、未払金の増加額6,203千円などにより資金が増加した一方、売上債権の増加額7,395千

円、訴訟和解金の支払額10,000千円などにより資金が減少したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間において投資活動により支出した資金は1,119千円となりました。これは有形固定資産の取得

による支出588千円、無形固定資産の取得による支出531千円により資金が減少したことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期累計期間において財務活動により獲得した資金は469,506千円となりました。これは、株式の発行によ

る収入522,215千円により資金が増加した一方、長期借入金の返済による支出44,048千円、株式公開費用による支出

8,660千円により資金が減少したことによるものであります。

 
（４）研究開発活動

　当第２四半期累計期間の研究開発費の総額は、2,257千円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,500,000

計 12,500,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,227,500 3,227,500
東京証券取引所
(マザーズ)

単元株式数は100株
であります。

計 3,227,500 3,227,500 ― ―
 

　(注)平成27年４月28日をもって、当社株式は東京証券取引所マザーズに上場しております。

(2) 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年４月27日
(注)１

200,000 3,190,000 219,880 272,880 219,880 249,810

平成27年５月27日
(注)２

37,500 3,227,500 41,227 314,107 41,227 291,037
 

(注)１．有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

　　　　発行価格　　　 　　　2,390円

　　　　引受価格　　　　　2,198.80円

　　　　資本組入額　　　　1,099.40円

　　　　払込金総額　 　　439,760千円

　　２．有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増資）

　　　　割当価格　　　 　　2,198.80円

　　　　資本組入額　　　 　1,099.40円

　　　　割当先　　　　　 　ＳＭＢＣ日興証券株式会社
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(6) 【大株主の状況】

平成27年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

STATE STREET BANK AND TRUST
COMPANY 505086
(常任代理人　株式会社みずほ銀行)

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS 02101
U.S.A.
(東京都中央区月島４丁目16番13号)

941,000 29.16

山川　真考 北海道札幌市中央区 451,000 13.97

関﨑　美智子 北海道札幌市北区 245,000 7.59

CREDIT SUISSE AG
(常任代理人　株式会社三菱東京UFJ
銀行)

1 RAFFLES LINK 05-02 SINGAPORE 039393
(東京都千代田区丸の内２丁目７番１号)

212,000 6.57

斉藤　誠 東京都港区 170,000 5.27

RICHARD LO
(常任代理人　ＳＭＢＣ日興証券株
式会社)

REPULSE BAY ROAD,HONG KONG
(東京都千代田区丸の内３丁目３番１号)

127,000 3.93

サンエイト１号投資事業有限責任組
合

東京都港区虎ノ門１丁目15番７号 67,000 2.08

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 59,100 1.83

松井証券株式会社 東京都千代田区麹町１丁目４番地 57,100 1.77

サンエイト・ＰＳ１号投資事業組合 東京都港区虎ノ門１丁目15番７号 55,000 1.70

計 ― 2,384,200 73.87
 

 

 

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成27年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,226,700
 

32,267 ―

単元未満株式 800 ― ―

発行済株式総数 3,227,500 ― ―

総株主の議決権 ― 32,267 ―
 

 

② 【自己株式等】

　　 該当事項はありません。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

なお、当社は、第２四半期の業績開示を当事業年度より行っているため、前年同四半期との比較情報は記載してお

りません。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成27年４月１日から平成27年

６月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成27年１月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３  四半期連結財務諸表について

　　当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成26年12月31日)
当第２四半期会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 186,920 698,047

  売掛金 72,657 79,969

  その他 23,229 14,904

  貸倒引当金 △12 △4

  流動資産合計 282,794 792,917

 固定資産   

  有形固定資産 29,922 26,298

  無形固定資産 4,478 4,587

  投資その他の資産   

   その他 20,822 20,421

   貸倒引当金 △561 △624

   投資その他の資産合計 20,261 19,797

  固定資産合計 54,662 50,683

 資産合計 337,456 843,601

負債の部   

 流動負債   

  1年内返済予定の長期借入金 26,664 13,992

  未払金 63,867 61,810

  未払法人税等 1,900 5,741

  その他 20,895 27,221

  流動負債合計 113,327 108,765

 固定負債   

  長期借入金 76,390 45,014

  その他 32,261 21,547

  固定負債合計 108,651 66,561

 負債合計 221,978 175,326

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 53,000 314,107

  資本剰余金 29,930 291,037

  利益剰余金 32,548 63,129

  株主資本合計 115,478 668,274

 純資産合計 115,478 668,274

負債純資産合計 337,456 843,601
 

 

EDINET提出書類

ジグソー株式会社(E31436)

四半期報告書

 9/15



(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

          (単位：千円)

          当第２四半期累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 309,363

売上原価 121,913

売上総利益 187,449

販売費及び一般管理費 ※  133,332

営業利益 54,117

営業外収益  

 受取利息 21

 為替差益 8

 その他 2

 営業外収益合計 33

営業外費用  

 株式公開費用 8,660

 その他 312

 営業外費用合計 8,972

経常利益 45,178

税引前四半期純利益 45,178

法人税、住民税及び事業税 3,398

法人税等調整額 11,198

法人税等合計 14,596

四半期純利益 30,581
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

          (単位：千円)

          当第２四半期累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税引前四半期純利益 45,178

 減価償却費 4,045

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 54

 受取利息及び受取配当金 △21

 株式公開費用 8,660

 売上債権の増減額（△は増加） △7,395

 未払金の増減額（△は減少） 6,203

 その他 △1,829

 小計 54,895

 利息及び配当金の受取額 21

 利息の支払額 △271

 訴訟和解金の支払額 △10,000

 法人税等の支払額 △1,904

 営業活動によるキャッシュ・フロー 42,740

投資活動によるキャッシュ・フロー  

 有形固定資産の取得による支出 △588

 無形固定資産の取得による支出 △531

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,119

財務活動によるキャッシュ・フロー  

 長期借入金の返済による支出 △44,048

 株式の発行による収入 522,215

 株式公開費用による支出 △8,660

 財務活動によるキャッシュ・フロー 469,506

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 511,127

現金及び現金同等物の期首残高 186,920

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  698,047
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【注記事項】

(四半期損益計算書関係)

　　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　　　　　　　　　　　　当第２四半期累計期間
　　　　　　　　　　　（自　平成27年１月１日
　　　　　　　　　　　　至　平成27年６月30日）

給料手当 35,040千円
 

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。

 
　　　　　　　　　　　　当第２四半期累計期間
　　　　　　　　　　　（自　平成27年１月１日
　　　　　　　　　　　　至　平成27年６月30日）

現金及び預金 698,047千円

預入期間が３か月を超える定期預金 ―千円

現金及び現金同等物 698,047千円
 

 

(株主資本等関係)

　当第２四半期累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年６月30日）

　１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

 
２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後とな

るもの

　　該当事項はありません。

 
　３．株主資本の著しい変動

当社は、平成27年４月28日付で東京証券取引所マザーズへの上場にあたり、公募増資による払込みを受け、新株

式200,000株の発行を行い、資本金及び資本準備金がそれぞれ219,880千円増加しております。

さらに、平成27年５月27日に第三者割当増資（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増

資）による払込みを受け、新株式37,500株の発行を行い、資本金及び資本準備金がそれぞれ41,227千円増加してお

ります。

これらの要因により、当第２四半期会計期間末において資本金が314,107千円、資本剰余金が291,037千円となっ

ております。

 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年６月30日)

当社は、マネジメントサービス事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
当第２四半期累計期間

(自 平成27年１月１日
至 平成27年６月30日)

（１）１株当たり四半期純利益金額 9.96

(算定上の基礎)  

 四半期純利益金額(千円) 30,581

 普通株主に帰属しない金額(千円) ―

 普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 30,581

 普通株式の期中平均株式数(株) 3,069,075

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 9.35

(算定上の基礎)  

　四半期純利益調整額 ―

　普通株式増加数 202,102

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

―

 

(注)１．平成27年２月13日を効力発生日として普通株式１株を５株に分割いたしました。当該株式分割が当事業年度

の期首に行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定し

ております。

 ２．当社は、平成27年４月28日に東京証券取引所マザーズに上場したため、潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額は、新規上場日から平成27年12月期第２四半期会計期間末までの平均株価を期中平均株価とみなし

て算定しております。

 

(重要な後発事象)

　　　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年８月12日

ジグソー株式会社

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   百   井   俊   次   印

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   安   藤         勇   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジグソー株式会

社の平成27年１月１日から平成27年12月31日までの第15期事業年度の第２四半期会計期間(平成27年４月１日から平成　

27年６月30日まで)及び第２四半期累計期間(平成27年１月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ジグソー株式会社の平成27年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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